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データ受領における暗号化処理 
• 保険組合(加入者約６万人)に毎月支払基金
より納入されるDVDよりデータを受領 

• 支払基金からのDVDを復号処理 

• 組合事務所のPCを利用しACCESSにより匿名
化処理を施す 

• ７か月分の医科，調剤レセプトが約
1.3GB(ACCESSは２GB限度) 

• 指紋認証USBで運搬 



ACCESSによる匿名化処理後 



研究室での処理(通番挿入) 
• 元のレセプトデータには通番すらない 

• ACCESSのオートナンバーを挿入(1から順） 

• しかし複数月のデータでは重複してしまう 



複数月レセプトにユニークIDを挿入 
• たとえば2011年７月分なら 
• UPDATE MED set ID=1107000000+SERIAL 

• で複数月にまたがるレセプトにユニークな通番を挿入する 



SQL Serverへのインポート 



インポート完了→RSPTIDを追加 



レセプトを一意に識別するIDを挿入 
• １レセプトはRCレコードで終わるのでその行のID
を同一レセプトの行にRSPTIDとして挿入 

• UPDATE MED set RSPTID=‘MED’+RC.ID from MED, 
(select ID, TSUBAN from MED where RS=‘RC’ and 
EDABAN=1) as RC where MED.ID>(RC.ID-
RC.TSUBAN) and MED.ID<=RC.ID 

– 2011年4月分より医科RCレコードに枝番１が追加されているので注意 

• 上記の処理が最も時間がかかる(数日かかるこ
とも)。１万件ごとに分割する等して迅速化をは
かる。 



各行にレセプトIDが入った 
(前処理ほぼ完了) 



インデックス化による処理迅速化 
• レセプトID，個人識別ID，診療年月等しばしば

分析する項目にインデックスを付与して処理
の迅速化をはかる 



その他の処理 
摘要欄の空白を埋める 
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